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論 文 内 容 要 旨          
スマートフォンなどの高性能・多機能移動端末(UE)の普及に伴い，移動通信におけるトラフィック量，特に動












う送受信協調MMSE フィルタリングを検討してきた．送受信協調MMSE フィルタリングは，SU-MIMO チャ
ネルを特異値分解(SVD)を用いて互いに直交したチャネル群(固有モード)に変換することで IAIを完全に除去し，
生成した各固有モードに対して MMSE 規範の送信電力配分および受信周波数領域等化(FDE)を適用することで
ISI を大幅に抑圧する．ここで，固有モード伝送は SU-MIMO において達成可能なスループットの上界である











第 2 章では，上りリンク伝送を対象に，MMSE 規範に基づく送信フィルタリングと受信フィルタリングとを
協調して行う送受信協調MMSE フィルタリングを提案している．各UE の送信フィルタリングとBBU の受信
フィルタリングが協調することで，各UEとBS間のSU-MIMOチャネルを複数の固有モードに変換し，各固有
モードに対し MMSE 規範の送信電力配分および受信 FDE を適用する．これにより IAI および ISI を大幅に抑
圧できる．同時に，BBU の受信フィルタリングにより IUI を抑圧する．理論解析により送受信 MMSE フィル
タ行列および受信信号対干渉+雑音電力比(SINR)を導出している．数値計算により，受信 MMSE フィルタリン
グだけを用いる場合と比較して，送受信協調 MMSE フィルタリングは合計スループットの累積分布関数




































 (a) 合計スループット (b) UEスループット 
図1 上りリンクスループットのCDF 
 
第 3 章では，下りリンク伝送を対象に，MMSE 規範に基づく送信フィルタリングと受信フィルタリングとを
















































隣接マクロセルからの強い IUI を大幅に抑圧する動的グルーピングを提案している．SC-MU-MIMO 伝送では，
DA数が多重するUE群の総アンテナ本数以上でなければならない．提案動的グルーピングでは，まず全UEの
各アンテナと接続するDA を決定する．受信SNR が最大のDA を接続先として選択する．その後，グルーピン
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Solid line: Dynamic grouping





























Solid line: Dynamic grouping
Dotted line: Fixed grouping
 




フィルタリングを用いる広帯域 SC-MU-MIMO 伝送および UE 群と DA 群の動的グルーピングを提案し，それ
らの有効性を数値計算により明らかにした．なお，本論文で提案した技術は ISI が発生しない直交周波数分割多
重(OFDM)伝送へ容易に拡張可能である． 
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